
様式（１）-⑦-３

大目標：　賑わいや交流に溢れるまちの実現 アクティビティの数 種類 （今後実施予定） （R2年度） → （実施結果をもとに設定する） （R5年度）

　目標１：　多様なアクティビティが生まれる空間の創出 滞在時間2時間以上の人の割合 ％ 52.40% （H31年度） → 55.20% （R5年度）

　目標２：　安心してゆっくり過ごせる空間の創出 町田駅周辺の中心街を訪れる頻度 ％ 41.70% （H31年度） → 48.40% （R5年度）

　目標３：　また訪れたくなる魅力ある空間の創出 →

町田駅周辺地区（東京都町田市）　整備方針概要図（まちなかウォーカブル推進事業）

目標
代表的
な指標

Ｎ

500m0

■基幹事業（公園）

広場公園の移設

■基幹事業（滞在環境整備事業）

原町田中央通りガイドラインの整備

■基幹事業（滞在環境整備事業）

原町田大通り荷捌きスペースの整備

■基幹事業（滞在環境整備事業）

原町田大通りパークレットの整備

○関連事業

事業主体：都市再生推進法人

エリアマネジメント広告の掲出

の掲出

○関連事業

事業主体：都市再生推進法人

（滞在環境整備事業）

交流拠点の社会実験

○関連事業

事業主体：都市再生推進法人

（滞在環境整備事業）

道路区域内への滞留空間の創出

凡 例

都市再生整備計画区域

滞在快適性等向上区域

事業箇所




